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４　考察
　⑴　成果
　本実践研究から生徒Ａに対人相互交渉の発達が認められ，学習到達度チェックリストの教科の観点「受け止め・対
応」「表現・要求」のスコアがそれぞれ上昇した。このことから興味関心や相互作用成立の面からアプローチした本実
践により，生徒Ａは「初期の三項関係」の発達段階に入っていると判断した。生徒Ａは個別の指導計画の目標が達成さ
れ，「他者からの働き掛けに対する応答」「応答・働き掛けとしての様々な表情の表出，発声，体の動き」「人や物への
興味から生まれる主体的な態度や行動」が明確に見られるようになった。また，これらは重度・重複障害のある施設入
所している児童生徒にとっての少し先の将来を見据えた「キャリア発達を促す視点」をもって考えたとき，生かせる力
である。例えば療育活動やケアを受けている時の働き掛けに対して，応答として表情や発声，体の動きなどで自己表現
することができれば，人との関わりを密にし，自分らしい豊かな生活を送ることにつながる。学校生活での教師との関
わりから卒業後を見据えた力を付ける方法の一つとして，「初期の三項関係」の発達段階を目指した本実践は有効だっ
たと言える。
　ここで重要なのは，本実践で付けた力をどのようにして卒業後に繋げていくかである。例えば，この成果を教育支援
計画に明記することで，今後の学校生活でどのような力を伸ばしていけば良いかが明確になる。将来行われるであろう
移行支援会議でも，関係者に伝えていくことが大切だ。
　⑵　課題
　今回の取組で，生徒Ａのコミュニケーション行動形成が高まった。また，他者意図の理解の段階にも少しずつ入って
きていると思われる。しかしながら，大崎（2016）の述べるように，「今を大切にした指導や支援」はその時々で変化
している。常にどのような力を付けるべきか，振り返りながら考えていく必要がある。また，高まった力を病院のス
タッフや家族と共有し，どのような場面で生かせるかを検討することも重要だ。「個別の指導計画」，「個別の教育支援
計画」に具体的にキャリア発達を促す視点を踏まえた関連項目を記載することで，卒業後を含めて生徒の意思が尊重さ
れる活動ができるのではないだろうか。
　また，この研究で見られた教師からの問い掛けへの応答は，繰り返しの活動によって見られるようになった。環境や
活動の内容，相手が変わっても，同様の力が発揮されるか，検討する必要がある。
　この研究では視覚支援が必要な生徒Ａに対して，手立ての工夫を行った。しかし，「学習到達度チェックリスト」の
評価を研究前後で比較すると「教科の観点」の「見ること」はスコアが変わらなかった。このことより，専門的な知見
から支援を考える必要があると感じた。今後「学習到達度チェックリスト」の項目などを活用し，代替行動も検討しな
がら，学習活動の内容の工夫や，ICTの活用など，更なる支援の方法を考えたい。
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